
平成 24 年 1 月 31 日

作業療法室 御中

沖縄県作業療法教育法研究会 代表 上江洲聖

沖縄作業科学研究会 代表 村上典子

研究会開催のお知らせ

作業科学研究会 × 教育法研究会

『作業で考える、作業を伝える』

作業療法の作業とは？作業を科学的に考えると作業療法がどう変わる？

作業科学とは、作業というものの概念的な理解を発展させることや、作業に関する研究または教育の発展というもの

に焦点を当てた学問です。学問から生まれた知識は、クライエントや他スタッフに作業というものの重要性や実際の

有用性について伝える時に役立ちます。

小学校、急性期病院、特養ホームから作業に基づいた連携の事例報告を予定しています。作業の視点で考え

ること、伝えること、共有することについて議論を展開します。作業療法の作業をうまく表現して伝えること

が難しいと感じている方々の参加を期待しています。

今年度最後の研究会は 2研究会の合同開催となります。ぜひ、職場のみなさんとご参加ください。

日時：2012.2.17（金） 19:00～21:00

場所：沖縄県総合福祉センター 研修室 401

講師：近藤知子先生（帝京科学大学 医療科学部作業療法学科 教授）

対象：沖縄県作業療法士会員

主催：沖縄作業科学研究会（作業を問う会），沖縄県作業療法教育法研究会

参加費：無料

事前申し込み：2 月 15 日（水） 下記メールアドレスまで

（準備のため、できる限り事前申し込みへのご協力をお願いします）

※ 県士会員は日本作業療法士協会生涯教育制度において 1 ポイント認定されます。

参加申し込み＆お問い合わせ

田村浩介 e-mail：okinawasatoukai@yahoo.co.jp


